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1. はじめに

現在、 インター ネッ トのWWW上 で公 開 されている画像 を

自由に複 製で きることが一つの問題 とな って いる。 このた

め、画像 デー タの中 に暗号化 した著 作権情報 を不可視 の状

態で埋 め込 み、 ファ イル変換 や編 集処理 を経 て も暗号情報

を変更で きない ようにす る手 法(1)や、デ ィス プレイ上 に表

示 したデータ を他の ファイルに記憶 で きないよ うにす る手

法(2)などが提 案 されて いる。し か し、現 在提案 されて いる

手法において も画像 ファイルその もの を複 製する ことは可

能であ り、画像 ファイルの 複製 と、表示 中のデー タを他の

フ ァイルに記憶 する ことを同時 に防止 する方法は現状 では

見あた らない。そ こで本研 究で は、ネ ッ トワー ク上 で公 開

される画像 の複製 を防 ぐ一つの手法 として、 ディスプ レイ

上に画像 を表 示で きる ものの、画像 フ ァイルその もの と表

示中のデー タを他の フ ァイルに記憶 す ることを防止 する手

法を提案 し、検討 を加 えたので結果 を報告す る。

2. 表示中データの ファイルへの記憶防止法

デ ィスプ レイ上 に表示 してい るデー タを他 のフ ァイルに

記憶する ことを防止 するた めに、表示 中のデー タを他の フ

ァイルに記憶 す る機 能 を省 いた画像表示 ソフ トウェアを作

成 した。画像 ファイルか らデー タを読み込 んでデ ィスプレ

イ上 に表示す るだけの機能 にす るこ とによ り、表示 中の デ

ー タを容易 に複製するこ とはで きな くなる。

次 に、作 成 した画像表示 ソ フ トウェアで画像 を表示 した

場 合には、他の ソフ トウェアを利 用す るこ とによ り表示 し

ているデ ータを複 製す ることが可能で ある と予想 され る。

表示 され た画像 をコピー しよ うとす る場 合、一般 的 には、

表示画像の外 にマ ウスポイ ンタを移動 す るとい う作業 を必

要 とする。作成 した画像表示 ソフ トウェア に、図1に 示す

ようなマウスポ インタが表 示画像の外 に移動 した時点 で表

示 を消去 する機能 を加 え、表示 しているデー タを他 のフ ァ

イルへ記憶 す ることを防止 す る方法 を提案す る。本 手法で

は、デ ィスプ レイ上 に表示で きる画像の数 は一つ に制約 さ

れる ものの、複数の画 像 を個 々に表示す るこ とは可 能で あ

る。 また、表示 を自動 的 に消去 す ることに よ り、 閲覧者 に

対 して画像 を公 開す る側の複製 防止の意 図 を示す こと もで

きる。

3. 画像 ファイルの複製防止法

通常、 ネ ッ トワー ク上の画像 を表示す る には、 コン ピュ

ー タ内 に画像 を表示す るための ソフ トウェア と画像 フ ァイ

ルとが存在す る必要があ る。その ため、先 に提案 した手法

を組み込 んだ画像表示 ソ フ トウェア を用い て も、 コ ンピュ

ータ内 に画像 ファイルが 存在す るこ とが必 要 となる。 この

場 合、画像 ファイルその ものの 複製 を防止 す るこ とはで き

ない。 そこで、表示 してい るデー タを他 の ファイル に記憶

す る機 能 を省 き、画 像 をデ ィスプ レイ上に表 示す るだけの

機 能 を有 し、更 にマ ウスポ イ ンタが表 示画像 の外 に移動 し

た時点で表示 を消 去す る機 能 を有 したプ ログラム に画 像 デ

ー タを組み込 み、デ ーター体型画像表 示 ソフ トウェア を作

成 した、 このデー ター体 型画像表示 ソフ トウ ェアを ネ ッ ト

ワー クを介 して ダウンロー ドして実 行す る ことに よ り、コ

ンピュー タ内 に画像 フ ァイルが存在 しな くて も画 像 をデ ィ

図1 マ ウスポ イン タの移動 を利用 した表示画像消 去モデ

ル

Fig.1 Elimination model of image according to the mouse

movement.
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ス プ レイ上 に表示で きる とい う手法 を提案 する。 なお 、本

論文で提 案す る手法 ではデ ー ター体型画像 表示 ソフ トウェ

ア 自体 の複製 は可能 であ るが 、機械語 に訳 された ソフ トウ

ェアか ら元 の画像 デー タを抽 出する ことは不可能であ るた

め、 ソフ トウェア自体の複製は問題にはな らない。

<3.1> プロ グラムへの画像データ の組み込み方法

本研 究で提 案す る手法 は画像 表示 プログラムに画像デー

タを組 み込 むため 、画 像 を変更 する場合 は、プ ログラムを

変更 してデ ー タ一体 型画像表示 ソフ トウェア を作成 し直す

作業が必 要 となる。 しか し、図2に 示すよ うに、本ソフ ト

ウェア は、 画像 フ ァイル形式 を変換 した後 に ソース ファイ

ルを作 成す る ソフ トウ ェアを実 行 し、作成 された プログラ

ムソー スフ ァイルをコ ンパ イルするだけの 簡単 な作業で済

む。図3に 画像 デー タが組 み込 まれている箇所の例 を示す。

<3.2> 画像 表示例 市販の画像編 集ソフ トウェアを

使用 して表 示 した画像 と、本論 文で提 案 したデータ一体 型

画像 表示 ソフ トウェアを使 用 して表示 した画像 の例 を図4

に示す。(a)は 市販の画像編集 ソフ トウェアを使用 してJPG

形式 の画像 ファイルを表示 した場 合であ り、(b)は 同一の画

像 をデ ータ一体 型画像表 示 ソフ トウェア を使用 して表示 し

た場合 である。両者の表 示結果 に相違は認め られない。

4. まとめ

ネ ッ トワーク上 で公開 される画像の複 製 を防止 す るため

の 一つの手法 として、画像 デ ー タを画像 表示 ソフ トウェァ

中に組み込み 、閲覧す る側 で それ をダウ ンロー ドして実行

す る とい う手法 を提案 し、検討 を加え た。そ の結 果 、本論

文 で提 案 した手法 は、 デ ィス プ レイ上 に画像 を表示で きる

ものの、画像 デー タが フ ァイルと して存在 しないため、画

像 ファイルその ものの複製 を防止す るこ とがで きる。また、

加 えて、表示 中のデー タを他 の フ ァイル等 に記憶 す ること

も防 止で きるこ とを明 らか に した。 なお 、本 論文 で提案 し

た手法 は、 コンパ イルで きるプ ログラ ムの大 きさに対応 し

て組 み込 め る画像 デー タの大 き さに制限が 生ず る ことや、

デ ィスプ レイ上 に表示で きる画像の 数は 一つ に制約 され る

ことなどの課題が残 されてお り、今後検討 が必 要であ る。

(平成10年3月23日 受付、平成10年4月27日 再受付)

図2 提案 ソフ トウェア作成の流れ

Fig.2 Flow of making the proposed software.

図3 プログラムの例

Fig.3 Example of program.

図4 市販 ソフ トウェアで表示 した画像 と提案 ソフ トウェ

アで表示 した画像の例

Fig.4 Examples of the image drawn with the commercial

software and the proposed software.
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